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第1705回　第38年度初例会　令和6年7月2日（火）

2024-2025 RI会長
ステファニー A.
アーチック

＜米国ペンシルバニア州＞

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　加藤篤ソングリーダー■ ソング  

2024-2025 国際ロータリーのテーマ

ロータリーのマジック

■ ゲスト・ビジター紹介

・米山奨学生　アミン ,  エムディ  アル 様

■ 新任式　

・直前会長・幹事から新会長・幹事への襟章引継ぎ
・直前会長・幹事への退任記念品贈呈　　　

・新役員・理事・委員長の紹介



■ 慶　祝

7月誕生祝い
・平澤照雄会員　・矢島宏会員　・小椋文成会員

■ 会長挨拶 熊谷健会長
　伊那中央ロータリークラブも、2024－2025年度、新しい年度を迎えました。
　本年度、クラブ会長を仰せつかり、身の引き締まる思いです。小椋幹事、伊藤SAA
に支えていただきながら、何とか１年間無事に運営して参りたいと思いますので、会
員の皆様には、どうか、ご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げる次第です。
　まずは、市川前会長、宮下前幹事、松田前SAAには、一年間大変ご苦労様でした。

特に昨年は、池田ガバナー補佐を輩出し、「古着でワクチン」など予定にない事業も実施したり、大変な一
年であったと思います。池田さんも本当にご苦労様でした。しかし、皆さん、大変な事業をやり遂げたとい
うことで、余り楽にならず、引き続き本年度にもご協力をお願い致します。
　簡単な自己紹介をさせていただきたいと思います。

　私は、昭和59年、26歳の時に、父の下で司法書士を開業して早や40年が経過しました。当時は若手司法
書士とはやされた私も、もう年金をもらう年になりました。
　地域では、青年会議所やPTAの役員、伊那市の教育委員などを務め、今から10年前、「伊那中央ロータリー
クラブ」に入会させていただきました。父がチャーターメンバーであったことから、それまでも何度かお誘いをい
ただいていたのですが、その当時は、司法書士会の役員などもしており、お断りをさせていただいていました。
　しかし、56歳の時に、当時仕事をいただいていた（今もいただいていますが）「あっとホーム」の伊澤さ
んから、強く、ノーと言わせぬ物言いでお誘いをいただいて、入会することになりました。入会説明会は、
狐島の前の事務所へ行ったことは覚えていますが、その他はあまり覚えてはいません。馬場さんがいたこと
だけは覚えています。（推薦人だったのでしょうか？）
よく、入会の動機は「脅されるか？だまされるか？」といいますが、私は、脅された方だと思っています。
　入会してしばらくは、ロータリークラブに余り馴染めませんでした。欠席も多い不良会員でしたが、入会３年
目に、当時の中川博夫会長からSAAを命じられ、翌年は会員増強委員長、その翌年は親睦活動・友好委員長
を務め、2021～2022年度に池上会長のもと、幹事を務めることになりました。役職を務めることにより、ロー
タリークラブの魅力を知り、会員の皆様との交流を深めることができ、貴重な経験を積むことができました。
　そして、今年度は会長を務めることになりました。まだまだロータリーのことはよくわかりませんが、
入って良かったと心から思っています。
　入会間もない会員の皆様には、是非、例会や事業にできるだけ参加して、楽しさや苦労を実感していただ
きたい。特に、役は人を創るといいます。与えられた役職を全うして、ロータリーの魅力を感じていただけ
ればと思います。
　また、ベテランの会員の皆様には、若手会員を優しく指導し、フォローしていただければと思います。皆
様の経験を、是非、若い会員にお伝えして下さい。
　本年度は「ロータリーは素敵だ！」をスローガンとしました。特に大きな事業は予定されていませんの
で、会員の親睦と連帯感を図ることを中心に、また、これからのクラブの在り方をじっくり考える一年にし
たいと考えています。
　ご協力をお願いして、最初の会長談話とさせていただきます。

■ 米山奨学金の支給

・米山奨学生アミンさんへ熊谷会長より、ロータリー米山記念奨学会
「7月分奨学金」が手渡されました。



■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり

◆馬場秀則

◆田中洋

◆池田幸平

◆市川修次

◆鈴木一比古

◆加藤篤

◆池上幸平

◆井上修

◆小野英樹

◆杉本德治
◆元会員 
多田浩之様より

今日は2024～2025年度の初例会となります。
アミン君、ようこそおいで下さいました。
これから1年間会長を務めさせていただきます。非力ですが、小椋幹事・伊藤SAAに支え
られ一生懸命務めてまいりたいと思いますので、皆様暖かいご支援をお願い致します。
本日初例会より一年間、会員の皆様にはお世話になります。よろしくお願いします。
アミンさん、例会出席ありがとうございます。
本日よりSAAとしてお世話になります。不安な気持ち一杯のスタートですが、一年間よろ
しくお願い致します。
2023～2024年度 市川会長・宮下幹事、お疲れさん！！
熊谷会長・小椋幹事、かんばれ！！
38年度 熊谷会長・小椋幹事・伊藤SAA、新出発おめでとうございます。一年間、大変にご
苦労様です。ロータリーを楽しんでください。一年間お世話になります。
皆さんから背負わされた重い荷物を、28日の箕輪ロータリークラブ訪問ですべて降ろし、
無事役目を終えました。
新年度の役員の皆さん、これからですね。頑張ってください。
熊谷年度スタートおめでとうございます。
熊谷会長・小椋幹事・伊藤SAA、ご苦労様です。一年間宜しくお願い致します。
熊谷会長年度も海老屋をよろしくお願いします。
6日から高校野球が始まります。解説で休会します。上伊那球児の応援をよろしくお願いし
ます。
熊谷年度スタートおめでとうございます。
この熊谷年度でソングリーダーを務めさせて頂きます。音感もリズム感も不安定ですが、
よろしくお願いします。皆様の唄声だけが頼りです。
クマ出没が毎日のようにニュースになり人々を怖がらせていますが、2024年7月からは
『熊が出た！！』
今期は感動与える活発なクラブ活動の記事がより多く発信される事を期待し、応援し、協
力もしたいと思います。熊谷年度がすばらしい一年であります様に。
昨日、上京してました。都知事選挙、佳境に入っていますが、看板が埋まっていません。
掲示板48枚中8枚足らず。過剰な公平感の弊害でしょう。都知事選の公開討論会や、先の
アメリカ大統領の討論会といい、己の損得優先で、国民を見ている候補がいません。
それでも唯一、国民目線の一人の若者に期待します。東京都民よ、選択、誤るなかれ。
アクサ生命の小野でございます。先日は楽しい一刻を有難うございました。マイクを持っ
たら放しませんが、これからよろしくお願い致します。
ゴルフコンペ優勝！
アクサの多田です。伊那中央ロータリークラブのロータリアンの皆さんご無沙汰しています。
令和6年度能登半島地震の義援金並びに震災ボランティアにつき、厚く御礼申し上げます。
まずは、2023～2024年度会長市川修次さん、幹事宮下健さん1年間お疲れ様でした。そし
て、2024～2025年度会長熊谷健さん、幹事小椋文成さん、ご就任おめでとうございま
す。なんか見たことのあるメンツですが、気のせいでなければ・・・
さて、6月26日の朝、朝礼前のくそ忙しい時に、「お前んとこの小野って言ったっけ、今
度中央ロータリーに入ることになった。」と余計な連絡をくれる井上修氏、ほんと不幸な
電話ですわ。聞いてしまった以上しょうがないから、ニコボックス大口1本を入れさせてい
ただきます。
今年度から小野英樹がお世話になりますので、どうぞ宜しくお願い致します。

また、能登半島復興支援の為金沢へ遊びに来てください。よろしくお願い致します。



小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ 委員会報告

・6月28日（金）信州大学農学部教育助成金贈呈式の報告　　　杉本德治国際奉仕委員長
「令和 6年度公益財団法人信州農林科学振興会助成金贈呈式」
　期日　令和 6年 6月 28 日（金）11時より
　場所　信州大学農学部食と緑の科学資料館「ゆりの木」
　出席者　熊谷健会長・小椋文成幹事・杉本国際奉仕委員長

伊那中央ロータリークラブ教育助成金受給者
　氏名　Xu　Wenjun（キョ  ブンクンさん）中華人民共和国出身
　　　　　　信州大学大学院　総合医理工学研究科　総合理工学専攻　博士 2年
　氏名　MD.Badiul Alam ( エムディ  バディウル  アラム君 ) バングラデシュ出身
　　　　　　信州大学大学院　総合理工学研究科　農学専攻　修士１年

以上 2名の留学生に熊谷会長より目録が贈呈されました。
会員の皆様一年間暖かい親交をお願いいたします。

・6月28日（金）箕輪ロータリークラブ創立50周年記念式典の報告　　　市川修次直前会長
　先月 28 日に JA 上伊那みのわパレスにおいて箕輪 RC 創立 50 周年式典が開催され
ました。折井ガバナー、池田ガバナー補佐、窪田次期ガバナー補佐、上伊那各クラブ会長、
箕輪町南箕輪村町村長、商工会長等の来賓、箕輪クラブ員 15 名ほど計 40 名ほどで開
催されました。
　通常の記念事業の報告や贈呈等行われましたが、以前から箕輪クラブは交換留学生

に力を入れており、その 10年ほど行った活動報告等がありました。
　米山奨学生の活動報告がありましたが、中国から来ているフウウビさんという信大の 4 年生、非常に活
発に活動する方で登山やスノーボードが趣味との話から、日本の各地に行っており「日本と中国の架け橋に
なりたい」とハッキリ言っておりました。卒業後は日本の会社に就職するとの事ですでにパナソニックや伊
藤忠建材、ダイワハウスなど 7 社から内定を頂いているとの事でした。こういう方なら支援のし甲斐があ
るなと思いました。

・6月29日（土）地区・クラブ合同職業奉仕委員会の報告　　　三澤俊明職業･社会奉仕委員長
　6 月 29 日（土）に松本商工会館で開催された第 2600 地区・クラブ合同職業奉仕委
員会に参加して参りました。
　冒頭、南佐久 RC の品田宗久委員長からは、現在子どもたちは不安に直面しており、
それが登校拒否の多発に繋がっている。その不安を払拭するには、地域の大人たちが
かっこいい姿を見せることが大事といった旨の挨拶を頂きました。

　その後、各クラブにおける活動の問題点や事例などが参加者全員から発表されました。
各クラブからは問題点としては「職業奉仕と社会奉仕の区別がつかない」とか「奉仕を地域に還元しているが、

ライオンズと違って、ロータリーが地区に見えない」といった意見も出ましたが、須坂五岳 RC の上沢広光
パストガバナーが「ロータリーは職業が一番、職業を通じて社会に奉仕すること、この三方良しが基本」と
話をまとめました。
　活動事例としてはやはり職場訪問例会が多かったわけですが、社会奉仕として、「今、子ども達のために
何が出来るのか？」といった事を事業として取り上げるクラブも見受けられ、例えば茅野 RC では子どもの
居場所に関するプロジェクトを実施したり、松本城 RC ではキッセイホールで身障者の子ども達を対象に音
楽会を開いたりしているそうです。
　そして伊那中央 RC の発表の順番となりました。伊那中央 RC では社会奉仕活動の一環として、生活困窮
者を始めとするすべての伊那市の皆さんが笑顔になってくれればいいなといった思いから、社会福祉協議会
に協力して、子ども達に無償で美味しいカレーを振る舞う「カレー大作戦」なるものに数年前から参加して
いることを報告しました。
　飲食業を営む当会員の職場をお借りして実施していることですから、まさにこれこそ職業・社会奉仕です。
と胸を張って発表し、皆さんから絶賛を受けました。
　最後に、職業奉仕セミナーの件ですが、本年度は 11月 24 日（日）メトロポリタン長野に於いて開催され、
講演会の講師がなんと、我らが武田長野県教育長（南箕輪在住、伊那小学校並びに、伊那中学校校長歴任）
であります。
　多くの皆さんの出席を今からお願い致します。

・6月30日（日）伊那市カレー大作戦の報告　　　宮下健職業･社会奉仕直前副委員長
　6月 30 日（日）伊那市カレー大作戦が市内一斉に実施されました。
当クラブとしては、海老屋料理店さんに作って頂いたカレ－100 食の配食ボランティ
アとして 11 名の会員にご参加頂き、30 分足らずで完売となりました。内訳は、大人
42 名・子ども 58 名と成ります。来て頂いた全ての皆さんに食べて頂きたいので、今
後 20～ 30 食は余分に配食出来るようにしたいと考えています。

　「子どもたちと家庭の笑顔のため」
　「安心して子育てが出来るための繋がり作り」を目的としています。

・「ロータリーの友」7月号紹介　　　唐澤稔ロータリー情報委員長
　ロータリーの友 7月号について紹介いたします。
・横書き 2 ページ。ステファニー・アーチック RI 会長が、ドミニカ共和国で家庭に浄
水器を設置した際、子どもに言われた「もう一度魔法を見せて」の一言から、今年
度のテーマ「ロータリーのマジック」が生まれました。「あなたの人生を変えた出来
事を教えてください」とあります。下記に募集要項が書かれておりますので応募し

てください。
・4ページには「ロータリーの誕生とその成長」と言うことでクラブ数、会員数が載っています。
・５ページには、ロータリーの友委員会委員長・ロータリーの友事務所代表理事の髙野孫左ヱ門氏の「学び
とインスピレーションを提供する『友』を目指して」が掲載されています。ロータリー会員は自ら積極的
に学ぶことが期待される環境へと変化しつつある。誌面を通じ多様な情報の特集記事を、編集に携わるス
タッフが知恵を絞り継続している。日々の積み重ねが生み出すマジックに資する学びとインスピレーショ
ンを提供できるよう、取り組んでまいります。と書かれています。

・7ページはRI 会長のメッセージが載っています。目を通してください。
・9～15ページまでは、『熱狂的なスポーツファンのステファニーA.アーチックRI会長の手にかかれば、ロー
タリーは常に表彰台を狙えるポジションに就くことができます』特にフットボールが好きでスポーツを通
じた生い立ちが書かれています。詳細は後ほど目を通してください。

・16～21ページまでは「特集 母子の健康」です。医療機関での出産を呼びかけるために行われたこの寸劇は、
ナイジェリアでの出産時死亡率の高さを周知させるため、ロータリーが支援したワークショップです。ナ
イジェリアほど妊婦の死亡率が高い国はありません。2020 年には約 8 万 2000 人の妊婦と新生児の母親
が死亡しました。これは妊婦死亡率 2 位のインドの約 4 倍の数です。現在ロータリー財団の大規模プログ
ラム補助金で、まさにこの問題に取り組むための活動が展開されています。

・22～ 39 ページには 2024 ～ 25 年度全地区ガバナー横顔が載っております。
・40～ 43 ページはロータリーの理事、役員の紹介が載っています。
・縦書き 4～ 8 ページ「世界に誇れる厚岸が育むウイスキー　ローカルからグローバルへ」堅展実業（株）
樋田恵一代表取締役社長のウイスキーの蒸留所を始めた話が載っております。北海道の厚岸の川の水を使
い、茶色いけれど透明、これこそピート層をくぐった水です。森の間伐材を生かしてミズナラ樽を造る取
り組みをしている。

・9～ 12 ページ「この人訪ねて」は松本ロータリークラブ赤沼健至さんの「“日本一の山小屋” 主人が語る 
山のてっぺんで感動する大切さ」が掲載されています。

次頁へ続く



・6月28日（金）信州大学農学部教育助成金贈呈式の報告　　　杉本德治国際奉仕委員長
「令和 6年度公益財団法人信州農林科学振興会助成金贈呈式」
　期日　令和 6年 6月 28 日（金）11時より
　場所　信州大学農学部食と緑の科学資料館「ゆりの木」
　出席者　熊谷健会長・小椋文成幹事・杉本国際奉仕委員長

伊那中央ロータリークラブ教育助成金受給者
　氏名　Xu　Wenjun（キョ  ブンクンさん）中華人民共和国出身
　　　　　　信州大学大学院　総合医理工学研究科　総合理工学専攻　博士 2年
　氏名　MD.Badiul Alam ( エムディ  バディウル  アラム君 ) バングラデシュ出身
　　　　　　信州大学大学院　総合理工学研究科　農学専攻　修士１年

以上 2名の留学生に熊谷会長より目録が贈呈されました。
会員の皆様一年間暖かい親交をお願いいたします。

・6月28日（金）箕輪ロータリークラブ創立50周年記念式典の報告　　　市川修次直前会長
　先月 28 日に JA 上伊那みのわパレスにおいて箕輪 RC 創立 50 周年式典が開催され
ました。折井ガバナー、池田ガバナー補佐、窪田次期ガバナー補佐、上伊那各クラブ会長、
箕輪町南箕輪村町村長、商工会長等の来賓、箕輪クラブ員 15 名ほど計 40 名ほどで開
催されました。
　通常の記念事業の報告や贈呈等行われましたが、以前から箕輪クラブは交換留学生

に力を入れており、その 10年ほど行った活動報告等がありました。
　米山奨学生の活動報告がありましたが、中国から来ているフウウビさんという信大の 4 年生、非常に活
発に活動する方で登山やスノーボードが趣味との話から、日本の各地に行っており「日本と中国の架け橋に
なりたい」とハッキリ言っておりました。卒業後は日本の会社に就職するとの事ですでにパナソニックや伊
藤忠建材、ダイワハウスなど 7 社から内定を頂いているとの事でした。こういう方なら支援のし甲斐があ
るなと思いました。

・6月29日（土）地区・クラブ合同職業奉仕委員会の報告　　　三澤俊明職業･社会奉仕委員長
　6 月 29 日（土）に松本商工会館で開催された第 2600 地区・クラブ合同職業奉仕委
員会に参加して参りました。
　冒頭、南佐久 RC の品田宗久委員長からは、現在子どもたちは不安に直面しており、
それが登校拒否の多発に繋がっている。その不安を払拭するには、地域の大人たちが
かっこいい姿を見せることが大事といった旨の挨拶を頂きました。

　その後、各クラブにおける活動の問題点や事例などが参加者全員から発表されました。
各クラブからは問題点としては「職業奉仕と社会奉仕の区別がつかない」とか「奉仕を地域に還元しているが、

ライオンズと違って、ロータリーが地区に見えない」といった意見も出ましたが、須坂五岳 RC の上沢広光
パストガバナーが「ロータリーは職業が一番、職業を通じて社会に奉仕すること、この三方良しが基本」と
話をまとめました。
　活動事例としてはやはり職場訪問例会が多かったわけですが、社会奉仕として、「今、子ども達のために
何が出来るのか？」といった事を事業として取り上げるクラブも見受けられ、例えば茅野 RC では子どもの
居場所に関するプロジェクトを実施したり、松本城 RC ではキッセイホールで身障者の子ども達を対象に音
楽会を開いたりしているそうです。
　そして伊那中央 RC の発表の順番となりました。伊那中央 RC では社会奉仕活動の一環として、生活困窮
者を始めとするすべての伊那市の皆さんが笑顔になってくれればいいなといった思いから、社会福祉協議会
に協力して、子ども達に無償で美味しいカレーを振る舞う「カレー大作戦」なるものに数年前から参加して
いることを報告しました。
　飲食業を営む当会員の職場をお借りして実施していることですから、まさにこれこそ職業・社会奉仕です。
と胸を張って発表し、皆さんから絶賛を受けました。
　最後に、職業奉仕セミナーの件ですが、本年度は 11月 24 日（日）メトロポリタン長野に於いて開催され、
講演会の講師がなんと、我らが武田長野県教育長（南箕輪在住、伊那小学校並びに、伊那中学校校長歴任）
であります。
　多くの皆さんの出席を今からお願い致します。

・6月30日（日）伊那市カレー大作戦の報告　　　宮下健職業･社会奉仕直前副委員長
　6月 30 日（日）伊那市カレー大作戦が市内一斉に実施されました。
当クラブとしては、海老屋料理店さんに作って頂いたカレ－100 食の配食ボランティ
アとして 11 名の会員にご参加頂き、30 分足らずで完売となりました。内訳は、大人
42 名・子ども 58 名と成ります。来て頂いた全ての皆さんに食べて頂きたいので、今
後 20～ 30 食は余分に配食出来るようにしたいと考えています。

　「子どもたちと家庭の笑顔のため」
　「安心して子育てが出来るための繋がり作り」を目的としています。

・「ロータリーの友」7月号紹介　　　唐澤稔ロータリー情報委員長
　ロータリーの友 7月号について紹介いたします。
・横書き 2 ページ。ステファニー・アーチック RI 会長が、ドミニカ共和国で家庭に浄
水器を設置した際、子どもに言われた「もう一度魔法を見せて」の一言から、今年
度のテーマ「ロータリーのマジック」が生まれました。「あなたの人生を変えた出来
事を教えてください」とあります。下記に募集要項が書かれておりますので応募し

てください。
・4ページには「ロータリーの誕生とその成長」と言うことでクラブ数、会員数が載っています。
・５ページには、ロータリーの友委員会委員長・ロータリーの友事務所代表理事の髙野孫左ヱ門氏の「学び
とインスピレーションを提供する『友』を目指して」が掲載されています。ロータリー会員は自ら積極的
に学ぶことが期待される環境へと変化しつつある。誌面を通じ多様な情報の特集記事を、編集に携わるス
タッフが知恵を絞り継続している。日々の積み重ねが生み出すマジックに資する学びとインスピレーショ
ンを提供できるよう、取り組んでまいります。と書かれています。

・7ページはRI 会長のメッセージが載っています。目を通してください。
・9～15ページまでは、『熱狂的なスポーツファンのステファニーA.アーチックRI会長の手にかかれば、ロー
タリーは常に表彰台を狙えるポジションに就くことができます』特にフットボールが好きでスポーツを通
じた生い立ちが書かれています。詳細は後ほど目を通してください。

・16～21ページまでは「特集 母子の健康」です。医療機関での出産を呼びかけるために行われたこの寸劇は、
ナイジェリアでの出産時死亡率の高さを周知させるため、ロータリーが支援したワークショップです。ナ
イジェリアほど妊婦の死亡率が高い国はありません。2020 年には約 8 万 2000 人の妊婦と新生児の母親
が死亡しました。これは妊婦死亡率 2 位のインドの約 4 倍の数です。現在ロータリー財団の大規模プログ
ラム補助金で、まさにこの問題に取り組むための活動が展開されています。

・22～ 39 ページには 2024 ～ 25 年度全地区ガバナー横顔が載っております。
・40～ 43 ページはロータリーの理事、役員の紹介が載っています。
・縦書き 4～ 8 ページ「世界に誇れる厚岸が育むウイスキー　ローカルからグローバルへ」堅展実業（株）
樋田恵一代表取締役社長のウイスキーの蒸留所を始めた話が載っております。北海道の厚岸の川の水を使
い、茶色いけれど透明、これこそピート層をくぐった水です。森の間伐材を生かしてミズナラ樽を造る取
り組みをしている。

・9～ 12 ページ「この人訪ねて」は松本ロータリークラブ赤沼健至さんの「“日本一の山小屋” 主人が語る 
山のてっぺんで感動する大切さ」が掲載されています。

次頁へ続く



次回例会
7月 9日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店　　

・伊那RC会長・幹事さんご来訪予定
　　　　　　　　　　　　　  ・今年度支援留学生の紹介
　　　　　　　　　　　　　  ・委員会事業計画発表

■ 点　鐘 13：30

会員数46名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者31名　　事前メイク0名　　
出席率77.50％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

・6月28日（金）信州大学農学部教育助成金贈呈式の報告　　　杉本德治国際奉仕委員長
「令和 6年度公益財団法人信州農林科学振興会助成金贈呈式」
　期日　令和 6年 6月 28 日（金）11時より
　場所　信州大学農学部食と緑の科学資料館「ゆりの木」
　出席者　熊谷健会長・小椋文成幹事・杉本国際奉仕委員長

伊那中央ロータリークラブ教育助成金受給者
　氏名　Xu　Wenjun（キョ  ブンクンさん）中華人民共和国出身
　　　　　　信州大学大学院　総合医理工学研究科　総合理工学専攻　博士 2年
　氏名　MD.Badiul Alam ( エムディ  バディウル  アラム君 ) バングラデシュ出身
　　　　　　信州大学大学院　総合理工学研究科　農学専攻　修士１年

以上 2名の留学生に熊谷会長より目録が贈呈されました。
会員の皆様一年間暖かい親交をお願いいたします。

・6月28日（金）箕輪ロータリークラブ創立50周年記念式典の報告　　　市川修次直前会長
　先月 28 日に JA 上伊那みのわパレスにおいて箕輪 RC 創立 50 周年式典が開催され
ました。折井ガバナー、池田ガバナー補佐、窪田次期ガバナー補佐、上伊那各クラブ会長、
箕輪町南箕輪村町村長、商工会長等の来賓、箕輪クラブ員 15 名ほど計 40 名ほどで開
催されました。
　通常の記念事業の報告や贈呈等行われましたが、以前から箕輪クラブは交換留学生

に力を入れており、その 10年ほど行った活動報告等がありました。
　米山奨学生の活動報告がありましたが、中国から来ているフウウビさんという信大の 4 年生、非常に活
発に活動する方で登山やスノーボードが趣味との話から、日本の各地に行っており「日本と中国の架け橋に
なりたい」とハッキリ言っておりました。卒業後は日本の会社に就職するとの事ですでにパナソニックや伊
藤忠建材、ダイワハウスなど 7 社から内定を頂いているとの事でした。こういう方なら支援のし甲斐があ
るなと思いました。

・6月29日（土）地区・クラブ合同職業奉仕委員会の報告　　　三澤俊明職業･社会奉仕委員長
　6 月 29 日（土）に松本商工会館で開催された第 2600 地区・クラブ合同職業奉仕委
員会に参加して参りました。
　冒頭、南佐久 RC の品田宗久委員長からは、現在子どもたちは不安に直面しており、
それが登校拒否の多発に繋がっている。その不安を払拭するには、地域の大人たちが
かっこいい姿を見せることが大事といった旨の挨拶を頂きました。

　その後、各クラブにおける活動の問題点や事例などが参加者全員から発表されました。
各クラブからは問題点としては「職業奉仕と社会奉仕の区別がつかない」とか「奉仕を地域に還元しているが、

時間の都合により、次週の例会で行います。

■ 委員会事業計画の発表

ライオンズと違って、ロータリーが地区に見えない」といった意見も出ましたが、須坂五岳 RC の上沢広光
パストガバナーが「ロータリーは職業が一番、職業を通じて社会に奉仕すること、この三方良しが基本」と
話をまとめました。
　活動事例としてはやはり職場訪問例会が多かったわけですが、社会奉仕として、「今、子ども達のために
何が出来るのか？」といった事を事業として取り上げるクラブも見受けられ、例えば茅野 RC では子どもの
居場所に関するプロジェクトを実施したり、松本城 RC ではキッセイホールで身障者の子ども達を対象に音
楽会を開いたりしているそうです。
　そして伊那中央 RC の発表の順番となりました。伊那中央 RC では社会奉仕活動の一環として、生活困窮
者を始めとするすべての伊那市の皆さんが笑顔になってくれればいいなといった思いから、社会福祉協議会
に協力して、子ども達に無償で美味しいカレーを振る舞う「カレー大作戦」なるものに数年前から参加して
いることを報告しました。
　飲食業を営む当会員の職場をお借りして実施していることですから、まさにこれこそ職業・社会奉仕です。
と胸を張って発表し、皆さんから絶賛を受けました。
　最後に、職業奉仕セミナーの件ですが、本年度は 11月 24 日（日）メトロポリタン長野に於いて開催され、
講演会の講師がなんと、我らが武田長野県教育長（南箕輪在住、伊那小学校並びに、伊那中学校校長歴任）
であります。
　多くの皆さんの出席を今からお願い致します。

・6月30日（日）伊那市カレー大作戦の報告　　　宮下健職業･社会奉仕直前副委員長
　6月 30 日（日）伊那市カレー大作戦が市内一斉に実施されました。
当クラブとしては、海老屋料理店さんに作って頂いたカレ－100 食の配食ボランティ
アとして 11 名の会員にご参加頂き、30 分足らずで完売となりました。内訳は、大人
42 名・子ども 58 名と成ります。来て頂いた全ての皆さんに食べて頂きたいので、今
後 20～ 30 食は余分に配食出来るようにしたいと考えています。

　「子どもたちと家庭の笑顔のため」
　「安心して子育てが出来るための繋がり作り」を目的としています。

・「ロータリーの友」7月号紹介　　　唐澤稔ロータリー情報委員長
　ロータリーの友 7月号について紹介いたします。
・横書き 2 ページ。ステファニー・アーチック RI 会長が、ドミニカ共和国で家庭に浄
水器を設置した際、子どもに言われた「もう一度魔法を見せて」の一言から、今年
度のテーマ「ロータリーのマジック」が生まれました。「あなたの人生を変えた出来
事を教えてください」とあります。下記に募集要項が書かれておりますので応募し

てください。
・4ページには「ロータリーの誕生とその成長」と言うことでクラブ数、会員数が載っています。
・５ページには、ロータリーの友委員会委員長・ロータリーの友事務所代表理事の髙野孫左ヱ門氏の「学び
とインスピレーションを提供する『友』を目指して」が掲載されています。ロータリー会員は自ら積極的
に学ぶことが期待される環境へと変化しつつある。誌面を通じ多様な情報の特集記事を、編集に携わるス
タッフが知恵を絞り継続している。日々の積み重ねが生み出すマジックに資する学びとインスピレーショ
ンを提供できるよう、取り組んでまいります。と書かれています。

・7ページはRI 会長のメッセージが載っています。目を通してください。
・9～15ページまでは、『熱狂的なスポーツファンのステファニーA.アーチックRI会長の手にかかれば、ロー
タリーは常に表彰台を狙えるポジションに就くことができます』特にフットボールが好きでスポーツを通
じた生い立ちが書かれています。詳細は後ほど目を通してください。

・16～21ページまでは「特集 母子の健康」です。医療機関での出産を呼びかけるために行われたこの寸劇は、
ナイジェリアでの出産時死亡率の高さを周知させるため、ロータリーが支援したワークショップです。ナ
イジェリアほど妊婦の死亡率が高い国はありません。2020 年には約 8 万 2000 人の妊婦と新生児の母親
が死亡しました。これは妊婦死亡率 2 位のインドの約 4 倍の数です。現在ロータリー財団の大規模プログ
ラム補助金で、まさにこの問題に取り組むための活動が展開されています。

・22～ 39 ページには 2024 ～ 25 年度全地区ガバナー横顔が載っております。
・40～ 43 ページはロータリーの理事、役員の紹介が載っています。
・縦書き 4～ 8 ページ「世界に誇れる厚岸が育むウイスキー　ローカルからグローバルへ」堅展実業（株）
樋田恵一代表取締役社長のウイスキーの蒸留所を始めた話が載っております。北海道の厚岸の川の水を使
い、茶色いけれど透明、これこそピート層をくぐった水です。森の間伐材を生かしてミズナラ樽を造る取
り組みをしている。

・9～ 12 ページ「この人訪ねて」は松本ロータリークラブ赤沼健至さんの「“日本一の山小屋” 主人が語る 
山のてっぺんで感動する大切さ」が掲載されています。


